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ひとめぼれ。だてまさゆめ。これはじっちがぼくたちのために作って

くれるおいしいお米の名前です。 

じっちがお米を作っていた田んぼは、ぼくがうまれる前に、つなみで

ながされて、めちゃくちゃになってしまったところにあります。で

も、ずっとお米を作っていたじっちは、あきらめないでまたお米を作

っています。たねまき、しろかき、田うえ、草かり、いねかり。お米

をたべるまでにはたくさんのしごとがあるとじっちがおしえてくれ

ました。じっちが田うえをしているところを一回だけ見に行ったこ

とがあります。じっちとなかまの人たちがあせをかきながらいっし

ょうけんめいきかいをうごかしたり、なえをはこんだりしていまし

た。ぼくがおいしいごはんをたべるために、じっちたちがどろんこで

がんばっているのをしることができました。 

やわらかくて、もちもちで、あつあつのごはんがぼくは大すきです。

白いごはんもすきだけど、なっとうごはん、ハンバーグとたべるごは

ん、いくらごはんもとっても大すきです。ぼくがたくさんごはんをた

べると、となりで見ているじっちはすごくよろこんでくれます。おい

しいごはんと大すきなじっち。ぼくが大きくなるようにじっちはお

米を作ってくれます。ぼくはじっちによろこんでほしいから、これか

らもたくさんごはんを食べます。 

ぼくがもう少し大きくなるまで、じっちにはまだまだお米を作って

ほしいです。そうしたら、ぼくはじっちといっしょにお米を作りま

す。じっちにはぼくが作ったお米で、じっちのすきなうめぼしとなっ

とうのごはんをたべさせてあげたいです。 


